
 海外舞踊文献紹介1

本稿では, 17世紀後半か ら19世紀前半を対象とし

た西洋舞踊史研究書を紹介する。なお, 『舞踊學』

第21号(1998)に, 鈴木晶氏によるバ レエ史研究

書紹介が掲載されていることを考慮 し, ここでは

1999年以降に出版された文献を取 り上げる。

10 Ivor Guest. Ballet under Napoleon. 528p. London 

Dance Books, 2001.

バ レエ史研究の大御所ゲス トの最新書。18世 紀

後半から19世紀前半にまたがる時代は, 舞踊史研

究のいわば空白期 とも言える時代であ り, 研究書

もいまだ数少ない。 このような状況をふまえ, ゲ

ス トはフランス, アメリカ, イギリス各地の図書

館, 古文書館 に所蔵されている膨大な一次史料を

駆使 しながら, まさにその空白の時代 を再構築 し

ようと試みる。そういった試みの成果が, 1996年

に出版 されたThe-Ballef of the Enlfghenlnen(Lon-

don:Dance Books)と, その続編たる本書である。

前者が1770年 から1793年 を扱うものであるのに対

し, 本書では1793年 から1820年 にかけてのパリ ・

オペラ座が考察の対象に据えられている。

政治体制が目まぐるしく変化するこの時代 に

あって, しか しパリ ・オペラ座は文化の殿堂とし

ての地位 を依然として保ち続ける。そこで上演 さ

れるバレエもまた, 徐 々に成熟の度合いを増して

い く。成熟, すなわちそれは, バレエがオペラと

訣を分かち, 自律的な作品としての性格 を強 くし

てい く過程だと言い換 えることも出来る。 フラン

ス大革命直後, すでにオペラからの独立を果たし

ていた とは言 え, 舞台芸術 としてはいまだマ イ

ナーなジャンルに留まっていたバレエが, 18世紀

末から19世紀へ と進むにつれ, オペラと同列の座

を占めるまでに成長 してい く。その際, その過程

においてとりわけ重要な役割を演 じたのが, 1787

年から1820年 までパリ・オペラ座のメートル・ド・
バ レエの任 にあったピエール ・ガルデルであった

と, 本書の描 き出す歴史の大筋をたどればこ

のように要約 されることになろうが, しかし, 本

書におけるゲス トの試みを, こういった大筋の提

示だけに還元 してしまっては必ずしも適切ではな

いだろう。むしろ, 本書の特色は, 膨大な史料の

読みこみに裏付けられた, 歴史的ディテール(そ

の中には, 例えば, 当時のパリ・オペラ座ダンサー

の位階制度に関する細かな情報から, ナポレオン

の戴冠時に上演 されたレパー トリーに関する文化

史 ・社会史的考察 まで, あらゆる次元の問題が含

まれることになるのだが)の 描写 にあるように思

われる。いずれにしても, 本書が今後, プレ ・ロ

マンティック ・バレエ研究の分野における必携書

となるであろうことは疑いの余地がない。

(2)August Bournonville. Lefers on Dance and Chore-

ography. Translated and annotated by Knud Arne 

Jurgensen. Tip. London : Dance Books, 1999.

こ こ に英 訳 され た オ ー ギ ュ ス ト ・ブ ル ノ ンヴ ィ

ル に よる 一連 の論 考 は, 1860年, パ リで発 行 され

て い た 週 刊 紙 「リ ュ ロ ッ プ ・ア ル テ ィ ス ト

L'Europe artiste」に, 8回 にわ た っ て掲 載 され た も

の で あ る(原 文 は フ ラ ン ス語)。8通 の 手 紙 の体

裁 を とる これ ら の 文 章 に は, 「ダ ン ス と コ レ グ ラ

フ イに つ い て の手 紙Lettres sur la danse et la chor-

graphiei」 とい う共 通 タ イ トル が付 け られ て い る。

この タ イ トル か ら もす で に 明 らか で あ る よ うに, 

こ こで オ ー ギ ュ ス ト ・ブ ル ノ ンヴ ィル は, 終 始 一

貫 して ノ ヴ ェ ー ルへ の共 感 を表 明 し続 け て い る。

の み な らず, ブ ル ノ ンヴ ィルが 展 開 して い る議 論

の端 々 に, ノ ヴ ェ ー ル の影 響 を読 み取 る こ とが 出

来 る。 例 え ば, 劇 の ス ム ー ズ な展 開 を阻害 す る よ

うな デ ィヴ ェ ル テ ィス マ ンの使 用 に対 す る批 判, 

技 術 偏 重 の傾 向 に対 す る批 判, 舞 踊 記 譜 シ ス テ ム

の使 用 へ の懐 疑(た だ しブ ル ノ ンヴ ィル は, こ れ

を全 面 的 に否 定 して い る わ け で は な い)な ど, い

ず れ も ち ょ う ど100年 前 に ノ ヴ ェ ー ル が展 開 した

議論 と重 な る もの とな っ て い る。 しか しそ れ と同

時 に, この ブ ル ノ ンヴ ィル の 『手 紙 』 の 中 に は, 

タ リオ ー 二, エ ル ス ラ ー, グ リジ とい っ た19世 紀

の舞 姫 達 へ の言 及, あ る い は 当 時 の パ リ ・オ ペ ラ

座 の あ り方 に対 す る諸 々 の提 言 な ど も含 まれ て お

り, そ の意 味 で, 19世 紀 舞 踊 史 の貴 重 な証 言 と し

て の側 面 を も持 ち合 わせ てい る と言 え る。

な お, この書 の 冒頭 に は, 訳 者 で あ り, ま た ブ

ル ノ ンヴ ィル の専 門家 で もあ るユ ル ゲ ンセ ンに よ

る解 説 が 添 え られ て い る。

3 George Dorris, ed. The Royal Swedish Ballet. 

1773-1998. 160p. London : Dance Books, 1999.

本 書 は 第1部 「歴 史 」 と, 第2部 「復 元 」 か ら成

る。 う ち 第1部 は, 1773年 創 設 時 か ら の 王 立 ス

ウ ェ ー デ ン ・バ レエ 団 の 歴 史 を, 8章, 8人 の 執 筆

者 に よ っ て 概 観 す る も の と な っ て い る。 一 方, 第

2部 は, 過 去 の 作 品 の 復 元 に 関 す る 問 題 を 論 じ た

3篇 の 論 文(Regina Beck-Friis"Some Sources of

Dance Technique for Reconstructing Eighteenth-Cen-

tury Ballets"121-126pp./No Cramer"Some Sources

for Reconstructing Commedia dell'Arte Ballets"127-

130pp./Kenneth Archer& Millicent Hodson
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 "Twentieth-Century Reconstruction:Poetic Justice

for Jean B6rlin"131-144PP.)か ら構 成 され て い る

本 稿 は, 17世 紀 後 半 か ら19世 紀 前 半 を対 象 と し六

舞 踊 史研 究 の紹 介 を 目的 とす る の で, こ こで は鐸

2部 のベ ック=フ リー ス, クラ ミー ル 各氏 の 論 タ

を取 り上 げ る。

 舞 踊 史 研 究 と一 口 に言 っ て も, そ の 目指 す と こ

ろ も, そ の方 法 論 も多 様 で あ る。 しか し, そ れ ら

を まず 二 つ の主 要 な傾 向 に大 別 す る こ とが 可 能 て

あ ろ う。 す な わ ち, 過 去 の舞 踊 を め ぐる様 々 な 琴

象 を叙 述 の ス タ イ ル に よっ て提 示 す る歴 史学 的 な

研 究 と, 最 終 的 に過 去 の舞 踊 そ の もの の提 示 あ そ

い は上 演 を 目指 す, よ り実 践 的 な研 究 の二 種 で 麦

る。 う ち後 者 は-般 に 「復 元Reconstruction」 と呵

ば れ る。

 過 去 の 舞 踊 の 復 元 に際 して は, 図 像 資 料, 当鴫

の 各 種 教 則 本, 舞 台 評 な ど, 様 々 な史 料 を駆 使 す

る こ とが 求 め られ るが, そ うい った 史 料 の 中で も

と りわ け 多 くの 有益 な情 報 を も た ら して くれ る ク:

が 舞 踊 譜 で あ る。 と こ ろが, 18世 紀, 特 に1730年

代 以 降 の ヨー ロ ッパ の 舞 踊 に関 して は, そ の 舞 踊

譜 の 不 在 つ ま り, 当 時 の 舞 踊 語 法 に十 全 に対

応 しうる 記 譜 シス テ ム が 存 在 しな か った が た め に

作 品 の 全 体 像 を復 元 す る に足 る 情 報 を備 え た舞 踊

譜 が 残 され て い ない の だ が復 元 作 業 の 障 害 と

な る こ とが 少 な くな い。 とす る な らば, そ の 舞 踊

譜 の 不 在 を補完 し, この 時代 の舞 踊 を復 元 す る 手

が か りを与 え て くれ る 史料 と して, どの よ うな も

の が あ る の か とい う点 が 問題 に な っ て くる。 上 に

挙 げ た2篇 の論 文 は いず れ も, こ の 問題 に正 面 ガ

ら取 り組 ん だ もの とな っ て い る。

 ベ ック=フ リー ス は, 18世 紀 舞 踊 の復 元 の 際 に

参 考 に し うる 当 時 の文 献 と して, ナ ポ リ出 身 の タ

ンサ ー, ジ ェ ンナ ロ ・マ グ リの舞 踊 教 則 本 を挙 け

て い る(Gennaro Magri.Il ntattato teoretico-prattico

dl ballo. Napoli, 1779.)。 各 種 の ポ ジ シ オ ン, パ の

説 明, メ ヌエ ッ ト, コ ン トル ダ ン スの 踊 り方 の説

明等 が 含 ま れ た こ の書 につ い て は, メ ア リー ・ス

キ ー一ピン グ に よ る英 訳 本(Gennaro Magri. T:heoref

cal and practical treatise on dancing. Translated by

Mary Skeaping with Irmgard Berry. London:Dance

Books, 1988.)も 出版 され て い る の で, 興 味 をお 持

ちの 向 き は こ ち ら も参 照 され た い。

 一 方, ク ラ ミー ル は, 18世 紀 を通 じて 人 気 を博

し続 け た コ メデ ィア ・デ ラル テ ・バ レエ の復 元 の

問 題 に焦 点 を絞 って い る。 コ メデ ィア ・デ ラ ル テ ・

バ レエ, す な わ ち, コ メデ ィア ・デ ラル テ の キ ャ

ラ ク ター が 登場 す る パ ン トマ イム 入 りバ レエ で は

滑稽 な動 きが しば しば 用 い られ る。 だ が, そ の 滑

稽 な動 き とは具 体 的 に どの よ うな もの な の か。 ク

ラ ミー ル に よれ ば, 前 述 の マ グ リの書 の他, 次 の

二 点 の 史料 が 参 考 に な る とい う。 まず, 大 英 図書

館 所 蔵 の 舞 踏 譜 「Chacoon for a Harlequin」(Lon-

don, 1730)。 ボ ー シ ヤ ン=ブ イエ ・ノ ー テ ー シ ョ

ン に よ って 記 譜 され た この 舞 踏 譜 に は, 道 化 特 有

の 滑稽 な動 作 に関 す る指 示 が 含 まれ て い る。 そ し

て 第 二 に, ラ ン ブ ラ ン ツ イの舞 踊教 則本(Gregorio

Lambranzi. Nbue und cureuse theatralische Tantz-

Schul Nuremberg, 1716)。101点 の 図 版 と, その 簡

潔 な解 説 を含 ん だ本 書 は, 18世 紀 バ レエ の コ ミカ

ル な ス タ イル を伝 え る 「最 も豊 か で 最 も貴 重 な資

料 」 で あ る とい う。

ｮMarian Smith. Ballet and Opera in the Age of

Giselle. 306p. Princeton & Oxford : Princeton Univer-

sity Press, 2000.

舞台芸術 としてのバレエを研究対象 とする場合, 

その総合芸術的な質ゆえに, しばしば学際的なア

プローチが求められることになる。ここに挙げた

音楽学者ス ミスの著作も, その ような要請に答え

るものとなっているii。

この書は, フランス七月王政期(1830～1848)

のパ リ ・オペラ座のレパー トリー-を考察の対象と

している。17世 紀から少なくともユ8世紀の半ばま

で, しばしばオペラの一部 として演じられてきた

バ レエも, 七月王政期までには自律的な芸術形式

としての体裁をひとまず整えるに至る。 とは言え, 

七月王政期のバ レエは依然 として多 くの要素をオ
ペラと共有 していたのだ, とスミスは主張する。

実際, 当時のパ リ・オペラ座にあっては, 振付家, 

作曲家, 台本作家から裏方に至るまで, 多 くのス

タッフがオペラ制作とバレエ制作の両方に携わっ

ていた。そのような事情もあって, バ レエ とオペ

ラとは, 時代設定, プロット, 衣装, あるいは身

振 りなど, あらゆる要素を共有することとなった, 

とい う。また, オペラとバ レエいずれ も, 「物語

を語ることが出来るし, またそうあるべ きである」

と考えられていた。ゆえに, 基本的に言語を表現

手段 として使用しないバ レエにおいても, 補助的

手段による言語的情報の伝達が試みられた。その

中には, 登場人物の会話に至るまで詳 しく記 して

ある台本や, 文字が書 きこまれた小道具など, 実

際に文字情報に頼った例 も認められるが, それと

は別に, 様々な効果的音楽表現(描 写的なモティー

フの使用, よく知 られた歌曲の旋律の引用等)も

用いられた, とスミスは指摘する。そして, そう
いった音楽的な工夫が随所にちりばめられている

実例を示すべ く, 本書の第6章 では, 1841年 に初

演され, 今日なお世界各地のバ レエ団のレパー ト

リーに定着 している 《ジゼル》の音楽分析が展開

される。初演時の台本, アダンの自筆総譜, リハー

サル譜を用いたこの分析を通 じて, 最終的には, 

初演時の 《ジゼル》の音楽がいかに物語の展開と
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(今 日考 え られ て い る以 上 に)密 接 に結 びつ い て

い た か が 明 らか に され る こ と とな る。

 なお, ス ミス は, 革 命 時 か ら1848年 まで の オペ

ラ ・バ レエ 批 評 の 問 題 を扱 っ た以 下 の 書 に も論 文

を 寄 せ て い る(Roger Parker&Mary Ann Smarし

Reading Critics Reading. Opera and Ballet Criticism 

in France from the Revolution to 1848. N.Y.: Oxford

UniversityPress, 2001.ス ミス の 論 文 は, "About

theHouse"215-236pp.)そ の 内 容 は上 掲 書 の 議 論

と重 な る部 分 も少 な くない が, 合 わ せ て 参 照 され

る こ と を勧 め たい。

iこ こでの 「コレグラフィ」は, 「舞踊記譜法」

と 「振付」の両義を持つ語 として提示されている。
liこ のスミスの著作は, 舞踊 と音楽の問題を論 じ

たものであるが, この他に, フランス ・アンシャ

ン・レジーム期の舞踊 と視覚芸術との関係を論 じ

た以下の書も, 学際的研究の一例として挙げられ

るであろう。

Sarah R. Cohen. Art, Dance, and the Body in French 

Culture of the Ancien Regime. Cambridge, N.Y., 

Melbourne & Madrid : Cambridge University Press, 

2000.

(森 立子)

海外舞踊文献紹介H

1980年 代 か ら今 日 まで の 問 に フラ ンス語 で 出版

され た 舞 踊 関 連 の 文献 の うち, 20世 紀 以 降 のバ レ

エ(特 にデ イア ギ レ フの ロ シ ア ・バ レエ 団)及 び

コ ンテ ンポ ラ リー ・ダ ンス に 関 わ る もの の 中 か ら

主 な もの を取 り上 げ る。

0-事 典

最 近 の もの と し て最 も 入 手 しや す い 事 典 は, 

PhilipPeLeMOALが 編 纂 し たDfctionnaire de al

danse, Larousse, 2000で あ ろ う。 ま た, Bordas社 は

演 劇(Le Theatres)及 び オペ ラ(L Opera)に 関 し

て, 読 み 物 と して も優 れ た事 典 を編 纂 して い るが, 

1981年 に 出 た 同 シ リー ズ の バ レ エ の 巻Andr6et

VladimirHOFMANN, Le-Ba11鉱Bordas, 1981は, い

さ さか コ ンテ ンポ ラ リー に関 す る部 分 が 手 薄 で あ

る。

た だ し, バ レエ の発 祥 に始 ま り, 18, 19世 紀 に

つ い て は カ ラ ー の 図版 も豊 富 で あ り, 基 本 文 献 と

して 目を通 して お く価 値 が あ る。

このLe Balletの 欠 落 部 分 を ち ょ う ど良 く補 っ

て い る の が, 同 じ くBordas社 か ら刊 行 さ れ た, 

Marcelle MICHEL et Isabelle GINOT, La Danse au

XXe sfecle, Bordas, 1995で あ る。フ ラ ン スで 言 う コ

ンテ ンポ ラ リー ・ダ ン ス, あ るい は ヌ ー ヴ ェル ・

ダ ンス とい っ た新 しい ダ ンス につ い て, そ の 動 向

や傾 向 の分 析 が 豊 富 な図 版 と と も に示 され て い る。

また, 巻 末 に はユ ベ ー ル ・ゴ ダ ー ルの 論 文 な ど も

あ り, 事 典 とい う よ りも論 文 集 に近 い, 極 め て 濃

密 な 内容 で あ る。

もち ろ ん, フ ラ ン ス で もSelma Jeanne COHEN

 (Founding Editor), International Encyclopedia of 
Dance (Volume I - VI), Oxford University Press, 
1998は, 主要な図書館に備えられており, 英語文

献でありながら広 く利用されている。

1.歴 史研究(バ レエを中心 とする)

出版年代はかなり古いが, 宮廷バレエの時代か

ら20世紀のダンスに至るまで, 数多 くの魅力的な

テマテ ィックをたてて論 じた名著 として, まず

Marie-Francoise CHRISTOUT, Le Merveilleux et le 

Theatre du silence en France a partir du XVIF siecle, 

Mouton, 1965を あ げ て お きた い。 日本 で は, クセ

ジ ュ文庫 か ら 『バ レエ の歴 史 』 とい う コ ンパ ク ト

な翻訳 が 出 て い るが, こち らはLe Mefveflleuxの

上 澄 み だ け を ご く少 量, す くい取 っ た もの に す ぎ

な い。 博 士 論 文 を 母 体 に し た ク リ ス ト ゥ のLe

Merveflleuxに は, 研 究 書 と して の緻 密 な デ ー タの

-84-



積 み上 げ, 明 快 な論 理 構 築 に加 え て, 研 究 書 特 有

の無 味 乾 燥 な文 体 か ら は ほ ど遠 い 高度 に詩 的 な表

現 までが 備 わ っ てい る。 日本 で もい くつ か の 図 書

館 が こ の本 を所 蔵 して い る の で, ぜ ひ 閲 覧 して, 

フ ラ ンス にお け る旧 制 度 の 博 士 論 文 レヴ ェル の 高

さ に瞠 目 して ほ しい。

 ク リス トゥの 前 掲 書 に くらべ る と, 注 が全 くつ

い て い ない とい う点 で研 究 書 と して の利 用 価 値 は

ぐっ と低 くな るが, Ivor GUESTの 著 作 も レ フェ ラ

ン ス と して は 重 宝 だ。

 特 に, 初 版(1976年)が 改 訂 され て2001年 に新

た に 出 たLe Ballet de l'OPera de Parfs, Flammar-

ion/OP6ra National de Parisは, 印 刷 技 術 の 向 上 も

あ っ て, 同 じ図版 を使 って い て も, 初 版 に比 べ て

写 真 の ク オ リテ ィ(再 現 性)が 遙 か に高 い。 さ ら

に, 初版 の発 行 以 降 に新 た に レパ ー トリー に 入 っ

た80～90年 代 の作 品 につ い て は, 初 版 に は な か っ

た美 しい カ ラー の舞 台 写 真 も多 数 盛 り込 ま れ た。

も ち ろん, オ ペ ラ座 の レパ ー トリー に入 っ て い る

作 品 の 一 覧表 も, 1776年 か ら改 訂 版 発 行 時 の2000

年12月 分 まで収 録 され て い る。1681年 以 来 の 主 席

舞 踊 手 及 び メ ー トル ・ ド ・バ レエ の リス トも所 収

た だ し, 本 文 に は注 が つ い て お らず 出 典 が 明 示 さ

れ て い な い か ら, 事 実 確 認 の た め に原 典 を探 す 必

要 が あ る。 一般 に, 複 数 の研 究 書 を参 照 して ゆ く

と, た とえ 「歴 史 的 事 実 」 で あ っ て も, そ れ を叙

述 す る立 場 に よ っ て 「事 実 」 が 食 い違 っ て い る, 

とい うこ とが しば しば 起 こ る。 論 文 に 引用 す る 前

に, そ れぞ れ の 「事 実 」 の 出 所 を現 地 の 図書 館 な

どで確 認 す るの は, 実 はか な り手 間 の か か る作 業

だ。

 こ れ に対 し, 19世 紀 の ロマ ン主 義 時 代 に 限定 さ

れ, かつ 重 点 は バ レエ よ りも オペ ラ にお か れ て い

る ものの, Catherine JOIN-DIETERLE, Les d6cors de

scene de l'Opera de Paris a lepoque romantique, Pi-

card, 1988に は 出典 の 明 示 され た 図 版 と資 料 が 数

多 くお さめ られ て い る。 特 に, ロマ ン主 義 時 代 の

観 客 層 を端 的 に あ らわ す カ リ カチ ュ アの 版 画 な ど

が 興 味 深 い。BNF(Bibliotheque Nationale de France

=フ ラ ンス 国立 図書 館)の 入館 証 を持 って い れ ば, 

パ リ ・オペ ラ座 図書 館=美 術 館 で これ らの オ リ ジ

ナ ルの 版 画 を手 に とっ て見 る こ と も可 能 で あ る。

 研 究 書 とい う よ りは, 一 般 読 者 に も と りつ きや

す い よ う に書 か れ て い る の が, Jean-Pierre PAS-

TORI, L'Homme et la dance:Le danseur du XVI au

XXel sfecle, Office du livre et Ed. Vilo, 1980だ。 タ

イ トル 中 のhommeは こ こで は 人 間 一 般 を指 す, と

い う よ り も 「男 性 ・女 性 」 を区 別 す る時 の 「男 性 」

の意 味 で用 い られ て お り, 全 般 的 に 「男 性 舞 踊 手 」

の分 析 に重 きをお い て, 男 性 舞 踊 手 が 文 化 的 に 占

め て きた位 置 ・役 割 の 歴 史 的 変 遷 が た どれ る よ う

に な っ てい る。 語 り口 は 平 易 だ が, 19世 紀 の 男 性

舞 踊 手 と女 性 舞 踊 手 の 賃 金 格 差 や, 「舞 踊 手 な ど

 (女性 を持 ち上 げ る だ け だ か ら)車 夫 ・馬 丁 に も

つ とま る」 とい う政 治 家 の暴 言 まで, 興 味 深 い 話

題 の 多 くが 出 典 と と もに示 され て い る の で, 読 み

物 と して お も しろ い だ け で な く, 研 究 者 に も有 用

だ。

 さて, オペ ラ座 に関 す る研 究 書 は星 の 数 ほ どあ

る もの の, そ の 多 くは オペ ラ に焦 点 を絞 っ て い る

こ とが 多 い た め, バ レエ に関 す る記 述 は到 底 十 分

と は い え な い。 と は い う も の の, Fr6d6rique

PATUREAU, Le Palafs Gamfer dans la socfete parisi-

enne, 1875-1914, Mardaga, 1991は, パ リ ・オ ペ ラ

座 図書 館 やAN(国 立 古 文 書 史 料 館)の 様 々 な文

献 ・資 料 を つ ぶ さに調 べ て 書 か れ た労 作 で あ り, 

劇 場 の運 営 ・経 営, 財 政 状 態 や 観 客 論 とい っ た視

点 か ら, 精 緻 な分 析 が な され て い る。 特 筆 す べ き

はす べ て の資 料 の 出典 が 一 点 残 らず 明 記 され て お

り, 人名 ・作 品 名 の索 引 もつ い て い る こ とで, 研

究 書 と して極 め て利 用 価 値 が 高 い。 と りわ け ア ボ

ネ(定 期 会 員)を と りあ げ た 第7章 で は, 当 時 男

性 の ア ボ ネ に の み許 さ れ た様 々 な特 権 につ い て 詳

述 して あ り, 興 味 深 い。

 同様 に, Jean GOURRET, Ces hommes quf ont fait

l'oP6ra, 1669-1984, Albatros, 1984も ま た, 音 楽 ア

カデ ミー の 設 立 以 来, 様 々 な組 織 的変 遷 を経 て き

た オペ ラ座 の 運 営 状 況 を, そ の支 配 人 を軸 と して

詳 述 した研 究 書 で あ る。 オペ ラ座 の法 的立 場 を定

め て きた1669年 以 来 の 様 々 な法 律 文 書 の ほ か, 歴

代 オ ペ ラ座総 支 配 人 の 一 覧, オ ペ ラ座 の 会計 報 告 ・

決算 書 な ど も採 録 され て い る。 い ず れ の著 作 も, 

オ ペ ラ座 の芸 術 的側 面 よ りは行 政 的 側 面 に注 目 し

て書 か れ て い る が, 一 見 無 味 乾 燥 の そ れ らの 数 字

が 一 旦 分 析 され る と, そ こ に どれ ほ どの ドラマ が

ひ そ ん で い る もの か が 明 らか とな り, 唖 然 と して

目 を見 張 る ば か りで あ る。

2-バ レエ ・リュ ス(=デ ィア ギ レ フの ロ シア ・

 バ レエ団)

 未 だ 日 本 で は 翻 訳 が 出 て い な い が, Lynn GA-

RAFOLA, Diaghilev's Ballets B usses, Oxford Univer-

sity Press, 1989は, 英 語 文 献 と は い え, パ リ ・オ

ペ ラ座 図 書 館 な どで の 綿 密 な現 物 調 査 を踏 まえ た

う え, 「観 客 論 」 とい う独 自の 切 り口 を持 っ た優

れ た研 究 書 で あ る。Richard BUCKLEのDfaghflev

(1979年。 鈴 木 晶 に よ る邦 訳 『デ イア ギ レ フ』, 

上 巻 ・1983年, 下 巻 ・1984年)と と も に, バ レ

エ ・リュ ス研 究 には 欠 か せ ない 基 本 文 献 だ。

 さて, バ レエ ・リュ ス に関 す る文 献 は単 に極 め

て多 数 に の ぼ る, とい うだ け で な く, 複 数 の 自伝

や 回想 録 をつ きあ わせ る と, そ れ ぞ れ の 申 し立 て

てい る 「事 実 」 が 書 物 に よっ て か な り異 な って い

る こ とにす ぐに気 づ く。 そ こ で, こ こで は 歴 史 的
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事 実 との 相 違 が 既 に指 摘 され て い る 自伝 ・回 想 録

の類 は 省 き, 研 究 書 と して あ る程 度信 愚 性 が あ る, 

と考 え られ る もの を ご く少 数 挙 げ る に と どめ て お

く。

 L'Avant-Sceneの シ リ ー ズ か ら 出 て い るPierre

LARTIGUE編 集 のLe Sacre du Prfntemps, LIAvant-

Scene:Ballet/Danse, no.3, aoOt/oct.1980に は, ニ ジ

ンス キ ー 以 後 の マ シ ー ン, ベ ジ ャー ル, マ ク ミラ

ン, ノ イマ イヤ ー らの 振 付 に よる 『春 の 祭 典 』 の

上演 記 録 一 覧 や, 楽 曲分 析 の 論 文 の他, 膨 大 な 時

間 と手 間 をか け て ニ ジ ンス キ ー版 の 『春 の 祭 典 』

を蘇演(一 旦 上 演 が 途 絶 え, 公 的 な 記 録 や 舞 踊 譜

も残 さ れ な か っ た 作 品 を, 聞 き取 り調 査 な ど に

よっ て 再 構 築 して復 活 上 演 す る こ と)し たMilli-

cent HODSONの 論 文 な どが納 め られ て い る。細 か

い年 代 等 に時 折 不 整 合 が み られ る もの の, 趣 味 の

雑 誌 とい う よ りは, 作 品 を多 角 的 に分 析 した論 文

集 と して 読 み 応 えが あ る。

 Jean-Michel NECTOUX(ed), nijfnsky:Prelude a

l'apres-mfdf d'un faune, Ed. Adam Biro, 1989に は, 

De MEYERが 撮 影 した 『牧 神 の 午 後 』 を踊 る ニ ジ

ンス キ ー の モ ノ ク ロの 写 真 が 多 数納 め られ て い る

の で, 作 品 の 雰 囲 気 を知 る上 で有 用 だ。 もち ろ ん, 

当 時 の撮 影技 術 の 限 界 の た め, 舞 台 で 実 際 に 上演

され て い る 時 の撮 影 で はな く, ス タジ オ で, 静止

ポ ー ズ を と って 写 した もの だ, とい う こ とを忘 れ

て は な らな い。

 バ レエ ・リュ ス, あ るい は ニ ジ ンス キ ー に 関 す

る展 覧 会 は, バ レエ 団 の 消 失 後 数 十年 以 上 経 っ た

今 で も地球 上 の 至 る所 で 行 わ れ て い る が, 1980年

以 降 に パ リで 開 催 され た 展 覧 会 カ タロ グ の 中 か ら, 

2つ だ け挙 げ て お く。

 オ ペ ラ座 図 書 館=美 術 館 のMartine KAHANE, 

ア ル ス ナ ル のMarie-Frangoise CHRISTOUTら の 共

同 企 画 で オ ー ガ ナ イ ズ さ れ た展 覧 会 の カ タ ロ グ

Mus6e-Galerie de la SeIta, Nijinsky, 1989に は, 1916

年, 捻 挫 を した た め に必 要 に な っ た レ ン トゲ ン写

真 に よっ て, ニ ジ ンス キ ー の足 は-一般 の 人 間 の足

と解 剖 学 的 に全 く違 っ た構 造 を示 して い る こ と等

が 記 述 さ れ て い る。 展 覧 会 で は ニ ジ ンス キ ー の着

用 した衣 装 等 も展 示 され て い たが, そ う した展 示

物 の写 真 が 網 羅 的 に掲 載 され て い な い の は残 念 で

あ る。

 今 ひ とつ は, 同 じMartine KAHANEが 編 纂 した, 

オ ル セ ー美 術 館 で の ニ ジ ンス キ ー没 後50周 年 記 念

の展 覧 会 カ タ ロ グ で, Nijinsky:1889-1950, 230cto-

bre 2000-18 fevrier 2001, Musee d'Orsay(Reunion des

Mus6es nationaux), 2000で あ る。 前 掲 書 が1919年

にニ ジ ン ス キ 「が 舞 台 を 降 りる と こ ろ まで だ っ た

の と は対 照 的 に, タ イ トル か ら も明 らか な とお り, 

本 書 で は1950年 にニ ジ ンス キー が 逝 去 す る まで を

扱 って い る。 特 に注 目す べ き は, ダ ンサ ー と して

の活動から退きつつあったニジンスキーが1917年

から書き始めた, 30点近い自筆のデッサ ン画であ

る。円または半円のみで構成されたデッサ ンには

青, 赤, 黄色などの鮮やかな色彩が施 されている。

いずれも1930年代にニューヨーク, ロンドンで展

示されたあと, 1975年 にロモラ ・ニジンスキーが

フランス国立図書館付属のパ リ ・オペラ座図書館
=美 術館に寄贈 した作品である。残念なが らカタ

ログには写真が掲載されていないが, 展覧会場で

はニジンスキーが几帳面な字で書 き込んだ自筆の

4冊 目の手帖(フ ランス語で書かれたページが開

かれていた)が ガラス ・ケースの中に展示されて

いた。 これがいわゆる 『ニジンスキーの手記 ・完

全版』(ロシア語から翻訳 した鈴木晶の邦訳は1998

年に出版)の 一部である。この手帖の本文は展覧

会開催時にはフランスではまだ出版されていな

かったが, ニジンスキーの配偶者ロモラによる削

除等の 「検閲」が加えられていない無修正版とし

て, 2000年 にActes Sud社 から刊行されたVaslav

NIJINSKY, Jounalに 納められている。

 ところで, バ レエ ・リュスに関する研究書や図

版集が数え切れないほど出版されているのに比べ, 

19世紀の後半から20世紀初頭にかけてのバレエ研

究は, フランスのみならず英米でも一般的に手薄

である。現時点では, ギャラフォラ, ゲス トなど

が 「バレエの衰退」と声をそろえて批判 している

「ディァギレフ以前」, つまり20世紀初頭のパ リ・

オペラ座に関するまとまった研究書は出ていない。

そのため, 本当に彼らの言うとお り, 芸術的に価

値の低いものが上演されていたのかどうかを確か

めるには, パ リの図書館で現物調査するより他に

方法はない。

 幸い, パ リ・オペラ座図書館=美 術館には, 19

世紀はもちろんのこと, 20世 紀前半のバレエ作品

についても, 舞台装置のデッサンを複製(写 真撮

影)し たものが作品別にファイル化 されている(開

架)。他 に, バ レエ, オペラ作品の舞台衣装のデッ

サ ン(20世 紀の作品にはしばしば生地見本が-緒

に貼 り付けてある)も, 演 目毎 に保管されている。

「文献紹介」からはすこしはずれるが, BNFの 入

館資格を獲得 し, 書籍に限らずデッサン, 版画な

ど様々な所蔵資料に直に触れ, 有効 に活用するこ

とは, フランスのバレエに関する研究を進める上

で不可欠といえる。

3.ネ オ ・クラシックとダンス ・コンタンポレン

 ヌ(=コ ンテンポラリ-・ ダンス)

 バレエ ・リュスがパ リを席巻 したあと, オペラ

座のバレエ団はレオ ・シュターツらのメー トル ・

ド・バレエによって入れ替わり立ち替わ り率いら

れ, さらに戦前 ・戦後(1930-45, 1947-58)は

セルジュ ・リファールが長 きにわたってオペラ座
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を統 率 す る が, リ フ ァー ル 自 身が 書 い た 自伝, 回

想, 概 説 書 の た ぐい を除 け ば, こ の 間 のバ レエ に

関す る研 究 書 は 少 な い。 これ に対 し, お よそ50～

60年 代 以 降 に な る と, 当 時 モ ダ ン ・バ レエ とよ ば

れ, 現 在 フ ラ ンス で は ネ オ ・ク ラ シ ック とい わ れ

る ス タ イ ル の, ロ ー ラ ン ・プ チ や モ ー リ ス ・ベ

ジ ャ ー ルが 華 々 し く活 躍 す る よ う に な る。 両 者 と

も自伝 を書 い てお り, ベ ジ ャー ルの 自伝 につ い て

はす で に邦 訳(い ず れ も前 田 允訳)が2冊 と も出

て い る。 ま た, 研 究 書 と し て はMarie-Frangoise

CHRISTOUT, Maurice Bejart, La Recherche en Dan-

se, 1987を あ げ て お くべ きだ ろ う。 さ らに2001年

に は, 1967年 か ら2000年 に跨 っ て ベ ジ ャー ル の イ

ン タ ビュ ー を採 録 した2枚 組CD Maurice Bejart:

Les reves enmouvement, Radio Franceな ど も 発 売

さ れ てい る。

 ヌ ー ヴ ェ ル ・ダ ン ス, あ る い は コ ンテ ン ポ ラ

リー ・ダ ンス とい う総 称 で ひ と ま と ま りに さ れ る, 

我 々 と同 時代 の 様 々 な振 付 家 た ち に つ い て は, 一

般 に写 真 集 や ヴ ィデ オ等 が 手 に 入 れ や す く, ま た, 

何 よ りも生 の 舞 台 に触 れ る機 会 が 多 い の で, こ こ

で は個 々 には 取 り上 げ な い。 か わ りに, コ ンテ ン

ポ ラ リー ・ダ ンス に関 す る優 れ た論 文 集 ま た は研

究 書 の い くつ か をあ げ てお く。

 まず, Laurence LOUPPE, Poetique de la danse con-

temporafine, Contredanse, 1997は, 「呼 吸 」 「ス タ イ

ル」 「空 間」 とい っ た 言 葉 を分 析 の 道 具 と して, 

ダ ンス につ い て様 々 に考 察 をめ ぐらせ た著 書 で あ

る。 形 而上 学 的 な 考 察 を軸 と しなが ら, 読 み や す

く理 解 しや す い の は, 具 体 的 な振 付 家 の 作 品 が 挙

げ て あ り, また ス ー ザ ン ・フ ォス ター, ドミニ ッ

ク ・デ ュ ピュ イ, ユ ベ ー ル ・ゴ ダ ール ら同 世代 の

舞 踊 史 ・舞 踊 学 の研 究 者 の 論 文 を引 用 しつ つ, 明

晰 に 書 か れ て い る た め で あ る。 ル ッ プ はDanes

Traces, Edition Dis Voir, 1991の 監 修 者 で もあ る。

こち らは ル ップ の ほ か, ポ ー ル ・ヴ ィ リ リオ(対

談), ヴ ァ レ リー ・プ レス トン=ダ ンロ ッ プ らが

執 筆 す る共 著 の 論 文 集 兼 図録 で, 同 タ イ トル の展

覧 会 開催 時 に編 纂 さ れ た もの だ。 ブ イエ や ラバ ン

らの 規 格 化 され た舞 踊 記 譜 法 の み で は な く, 様 々

な振 付 家 が 独 自の 方 法 で 記 した ダ ンス の軌 跡 と痕

跡 が 目 を楽 しませ る。 なお, ヴ ィ リ リオ とル ップ

に よ るス リ リン グか つ イ ンスパ イ ア リ ング な対 談

は, す で に 『イ ン ター ・コ ミュ ニ ケ ー シ ョン』 第

11号(1995年 ・冬 号)で 翻 訳 が 掲 載 さ れ てい る。

 これ に対 し, ル ッ プ と同 様 にパ リ第8大 学 で 長

く教 鞭 を とっ て きた ミシ ェ ル ・ベ ル ナ ー ルの 著 書

の 多 くは, 具 体 的 な作 品 や 振 付 家 を と りあ げ ず に

考 察 を進 め て い る た め, 哲 学, と りわ け 「現 代 思

想 」 に格 別 の興 味 が持 て な い か ぎ り, -般 の舞 踊

研 究 者 に とっ て必 ず し も と りつ きや す い もの とは

い え な い。 た だ し, 近 著Michel BERNARD, De la

creation choregraphique, Centre national de la danse, 

2001は, ベ ル ナ ー ル の30年 に 及 ぶ 考 察 の 総 括 と し

て 書 か れ た もの で あ る た め, 概 括 的 で あ り, 比 較

的 読 み や す い。

 1993年 か らパ リ第8大 学 で 教 鞭 を と りは じめ た

若 き研 究 者, イザ ベ ル ・ロ ネ の労 作, Isabelle LAU-

NAY, A la recherche dune danse moderne:Rudolf

Laban-Maly Wgman, Edition Chiron, 1996が, ラ

バ ンの ダ ンス につ い て の 舞 踊 学 的 考 察 に力 点 をお

い て い る の に対 し, 以 前 副 島博 彦 が 本 誌 『舞 踊 学 』

の 「海外 舞 踊 文 献 紹 介 」で す で に取 り上 げ たLaure

GUILBERT, Daser avFec le Refch Les danseu

modemes sons le nazisme, Editions complexe, 2000

は, タ イ トルが 示 す 通 り, ナ チ時 代 の社 会 的状 況

を射 程 にい れつ つ 社 会 史 的 ・文 化 史 的考 察 が 主軸

と な っ た もの だ。 今 後 は舞 踊 を, 単 に芸 術 史 の み

で な く広 く社 会 史 的 コ ンテ ク ス トにお き, ナ チ ズ

ム, 人 種 の 問 題 な ど, これ まで タ ブ ー とさ れ て き

た 領 域 に も果 敢 に踏 み 込 んで 考 察 をす す め て ゆ く

こ とが 不 可 欠 に な るだ ろ う。

 最 後 に, 今 年(2002年)出 版 され た ばか りの 日

本 の 「舞 踏 」(い わ ゆ る暗 黒 舞 踏)に 関 す る 論 文

集iASLAN et PICON-VALLIN(sous la direction de), 

Buto (s) CNRS Editions, 2002を あ げ てお きた い。

パ リ第3大 学 の ジ ョル ジ ュ ・バ ニ ュ ら フ ラ ンス の

研 究 者 に加 え, 栗 原 奈 名子, 國吉 和 子 らの論 文 が

所 収 さ れ た408ペ ー ジ にわ た る大 部 の 著 作 で あ る。

山海 塾 の舞 台 はパ リ市 立 劇 場 で公 演 の た び に満 員

札 止 め とな り, 伊 藤 キ ム は 「ブ トー の 申 し子 」 と

して, ル ・モ ン ド紙 で礼 賛 さ れ る, とい うの が偽

ら ざ る フ ラ ン ス の現 状 で あ る こ とを鑑 み れ ば, こ

の よ う な論 文 集 が 日本 語 で は な く, フ ラ ンス語 で

刊 行 され てい る こ と自体, 実 は驚 くに 当 た らな い

の で あ る。

(文 中敬 称 略)

 この 文 献 紹 介 を執 筆 す る にあ た り, 研 究 の一 部

は 科 学研 究 費 補 助 金(若 手研 究A)に よ る助 成 を

受 け た。 科研 費 課 題 番 号:14701002

 (安 田 静)

-87-


